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○匝瑳市身体障害者用自動車改造費助成金交付要綱 

平成２０年３月２５日 

告示第２２号 

改正 平成２２年６月２１日告示第３６号 

平成２４年７月４日告示第６５号 

令和３年６月３０日告示第７５号 

（趣旨） 

第１条 この告示は、身体障害者が自ら所有し運転する自動車を改造する場合に、

当該改造に要する経費を助成することにより、身体障害者の自立した生活、社

会活動への参加及び就労（以下「就労等」という。）を促進するため、当該身

体障害者に対し、予算の範囲内で身体障害者用自動車改造費助成金（以下「助

成金」という。）を交付することに関し匝瑳市補助金等交付規則（平成１８年

匝瑳市規則第６６号。以下「規則」という。）に定めるもののほか必要な事項

を定めるものとする。 

（交付対象者） 

第２条 助成金の交付対象者は、匝瑳市の区域内に住所を有し、かつ、住民基本

台帳に記録されている者で、次に掲げる全ての要件を満たすものとする。 

（１） 身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１５条第４項の規

定により身体障害者手帳の交付を受け、その障害の程度が上肢機能障害、下

肢機能障害又は体幹機能障害の１級又は２級であること。 

（２） 自動車運転免許（道路交通法（昭和３５年法律第１０５号）第８４条

の規定による公安委員会の運転免許（仮運転免許を除く。）をいう。以下同

じ。）に係る免許証（以下「運転免許証」という。）を有すること。 

（３） 就労等に伴い、身体障害者自らが所有し運転する自動車の操向装置（ハ

ンドルをいう。）、駆動装置（アクセル及びブレーキをいう。）その他市長

が別に定める装置（以下「操向装置等」という。）の一部を改造する必要が

あること。 

（４） その者の属する世帯の助成金の交付の申請をする日の属する年の前年

の所得金額（各種所得控除後の額）が、当該年の特別障害者手当の所得制限
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限度額を超えないこと。 

（助成対象経費等） 

第３条 助成金の対象となる経費は、操向装置等の改造に要する経費とする。 

２ 助成金の支給は、原則として助成金の交付対象者一人につき１車両１回限り

とする。 

３ 助成金は、１回１０万円を限度とする。 

（交付の申請） 

第４条 規則第３条の規定により、助成金の交付の申請をしようとする者（以下

「交付申請者」という。）は、自動車の改造前又は改造後６月以内に身体障害

者用自動車改造費助成金交付申請書（第１号様式）に次に掲げる書類を添付し

て市長に提出しなければならない。 

（１） 交付申請者の身体障害者手帳の写し 

（２） 交付申請者の運転免許証の写し 

（３） 交付申請者の属する世帯の前年分所得金額が確認できる書類（住民票

謄本及び世帯の構成員全員の市区町村発行所得証明書） 

（４） 車検証の写し 

（５） 改造を行う業者の見積書（自動車の改造箇所及び改造経費を明らかに

したもの） 

（交付の決定） 

第５条 規則第４条の規定により、市長は、前条の申請書の提出があったときに

は、速やかに申請書の内容を審査し、助成金の交付の可否を決定しなければな

らない。 

２ 規則第６条の規定により、市長は、前項に規定する決定の結果を身体障害者

用自動車改造費助成金交付決定（却下）通知書（第２号様式）により当該交付

申請者に通知するものとする。 

（変更及び取下） 

第６条 前条の規定により助成金の交付の決定を受けた者（以下「補助事業者」

という。）が、第４条の申請書の内容を変更し、又は当該申請の取下げをする

ときは身体障害者用自動車改造費助成金交付申請変更（取下）届出書（第３号
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様式）により市長に届け出るものとする。 

（交付の請求） 

第７条 規則第１５条の規定により助成金の交付を請求しようとする補助事業者

は、身体障害者用自動車改造費助成金請求書（第４号様式）に自動車改造に要

した費用の額が明らかとなる領収書を添付して、市長に提出しなければならな

い。 

（台帳） 

第８条 市長は、補助事業者に係る身体障害者用自動車改造費助成金補助事業者

台帳（第５号様式）を整備するものとする。 

（その他） 

第９条 この告示の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

（施行期日等） 

１ この告示は、公示の日から施行し、平成１９年度分の予算に係る助成金から

適用する。 

（平成１９年度の特例） 

２ この告示の施行の日（以下「施行日」という。）において、運転免許を取得

後６月を経過した者のうち、平成１９年４月１日から施行日から起算して６月

を経過する日までの間に自動車を改造したものは、第４条の規定にかかわらず、

平成１９年度の予算に係る助成金の交付の申請をすることができる。この場合

において、同条の規定中「助成金の交付の申請をしようとする者（以下「交付

申請者」という。）は、自動車の改造前又は改造後６月以内に」とあるのは、

「平成１９年４月１日からこの告示の施行の日から起算して６月を経過する日

までの間に自動車の改造した者のうち助成金の交付の申請をしようとするもの

（以下「交付申請者」という。）は、」と読み替えるものとする。 

附 則（平成２２年６月２１日告示第３６号） 

（施行期日） 

１ この告示は、公示の日から施行する。 

（経過措置） 
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２ この告示の施行の日（以下「施行日」という。）の前日までに、この告示に

よる改正前の告示の規定により調製した用紙は、施行日以後においても、当分

の間、所要の調整をして使用することができる。 

附 則（平成２４年７月４日告示第６５号抄） 

（施行期日） 

１ この告示は、平成２４年７月９日から施行する。 

（匝瑳市身体障害者用自動車改造費助成金交付要綱の一部改正に伴う経過措

置） 

１６ この告示の施行の際現に、第１２条の規定による改正前の匝瑳市身体障害

者用自動車改造費助成金交付要綱（次項において「改正前の匝瑳市身体障害者

用自動車改造費助成金交付要綱」という。）第２条に規定する助成金の交付対

象者（匝瑳市の外国人登録原票に登録されている者に限る。）又は第４条の規

定により助成金の交付を申請している者（匝瑳市の外国人登録原票に登録され

ている者に限る。）で施行日において法附則第４条第１項の規定により住民票

が作成されるものは、施行日において第１２条の規定による改正後の匝瑳市身

体障害者用自動車改造費助成金交付要綱第２条に規定する助成金の交付対象者

又は第４条の規定により助成金の交付を申請している者とみなす。 

１７ この告示の施行の際現に、改正前の匝瑳市身体障害者用自動車改造費助成

金交付要綱第３号様式の規定により調製した用紙は、施行日以後においても、

当分の間、所要の調整をして使用することができる。 

附 則（令和３年６月３０日告示第７５号） 

（施行期日） 

１ この告示は、令和３年７月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この告示の施行の日（以下「施行日」という。）の前日までに、この告示に

よる改正前の告示の規定により調製した用紙は、施行日以後においても、当分

の間、所要の調整をして使用することができる。 
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第１号様式（第４条関係） 

第２号様式（第５条関係） 

第３号様式（第６条関係） 

第４号様式（第７条関係） 

第５号様式（第８条関係） 

 


